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【左から】宮﨑副町長、髙見澤さん、山村町長、清水教育長
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【左から】宮﨑副町長、髙見澤さん、山村町長、清水教育長
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　食の安全と美味しさを求め、半世紀にわたり果実加工品の製造販売の第一線において業界を牽
引されてきました。大量生産・大量消費の時代の中においても常に「安心」・「安全」・「健康」を第
一に、業務用ジャムの製造を主力としていた創業当時から、良質な原材料と徹底した品質管理に
こだわり現代の食の安全に通ずる、先駆的・草分け的な経営を続けられています。
　さらに、食材自体を自己発熱させる「ジュール加熱殺菌システム」など独自の技術の開発を進め、
それらの技術を使った業界初の「発酵ジャム」を商品化するなど、食材を生かしより付加価値の高
い製品づくりを常に求め続けられています。
　こうした探求心や、類いまれな経営センスとリーダーシップにより、上平の地でスタートさせ
た会社の規模を全国に展開させ、グローバルな
視点で海外に進出させるまでに拡大されまし
た。
　また、町内工場が製造部門の主力として稼働
する中で、町民をはじめ、近隣の多くの住民を
従業員として雇用し、地域の雇用の安定と労働
力の確保に貢献していただいています。
　一方で永年にわたり、多額の私財を寄附して
いただき、まちづくりや産業、教育文化の振興
に大変尽力されており、これまでの町の発展に
貢献した事績は極めて顕著であります。

昭和34年４月
昭和45年７月
昭和51年12月
平成５年７月
平成13年４月
平成22年４月

慶応義塾大学卒業後、丸三ジャム株式会社に勤務
デイリーフーズ株式会社設立　代表取締役社長に就任
デイリー商事株式会社設立　代表取締役社長に就任
ジュール加熱殺菌システムを導入開始
デイリーフーズ株式会社取締役会長に就任
商号を株式会社デイリーフーズコーポレーションに変更
発酵ジャムの発売開始

昭和60年
平成９年
平成11年
平成12年

平成13年
平成14年
平成15年

坂城町功労表彰
紺綬褒章
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紺綬褒章
厚生大臣感謝状
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紺綬褒章（年内二度受章）
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平成16年
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平成19年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
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